
  令和８年度    人権教育の全体計画             

 
 
 

 関連する法令等   学校教育目標   学校経営方針 
 日本国憲法 
 教育基本法 
 人権教育啓発推進法 
 東京都教育委員会教育目標 
武蔵野市教育委員会教育目標 

 ・知性豊かな人になろう 
 ・情味のある人になろう 
 ・品の良い人になろう 
 ・健康な人になろう 
 ・骨身を惜しまず働く人になろう 

 ・互いの人格を尊重し思いやり 
  の心を育てる。 
 ・集団の一員として帰属意識を 
  もち役割や責任を果たす。 
 ・自ら考え行動する。 

 
 

  生徒のようす 
 ・主体的に生活しようとする。 
・学校集団に対する期待が高い。 

 ・保護者の、学力を含め学校教 
  育への期待が高い。 

 
 

  人権教育の目標  
 １ 自己の理解、他者理解を深め、人間としてのかかわりを大切にする。 
 ２ 友情を大切にし、互いを尊重する態度を養う。 
 ３ 社会の一員として自己の能力を発揮する人間を育てる。 

 
 
 

 人権教育の課題  
 ・自尊感情の高揚、および言葉遣い、行動、態度などにおいて、他者を尊重する態度を育成する。 
 ・異年齢とのかかわりの機会を増やし、温かい人間愛を醸成する。 
 ・学校教育や地域での体験学習活動やボランティア活動等を通して社会性を身につける。 

 
 

 
 
 

  全教育活動との関連  
 １ 教科における学びにおいて、知性とよりよく判断する能力を養う。 
 ２ 特別活動等における諸活動をとおして、自己のよさを発揮する。 
 ３ 様々な場面において、自他を大切にし、よりよい人間関係を築く。 

 
 
 

 人権教育の方針  
 ・人権にかかわる基礎的基本的な事柄や、歴史上や現代社会における課題を理解させる。 
 ・偏見、差別等について身近に多くの課題があることを知り、その克服に努力するとともに、温かい 
  人間関係の構築に努める。 
 ・機会あるごとに家庭、地域への意識向上に働きかける。 

 
 

 

 教職員の組織と研修   地域との連携  
 ・副校長、武蔵野市人権教育推進委員（1名）及 
  び研究主任（1名）を中心とする年2回の研修を 
  受ける。 
 ・特別支援教育の理解と実践を推進する。 

 ・地域、小学校、高齢者との交流事業の推進 
 ・生徒会による交流事業の推進 

 

 

  目指す生徒像  
 １ 人権尊重の精神を基盤に、相手の立場を理解し行動する。 
 ２ 自ら意欲的に学び、学ぶことに喜びを見出す。 
 ３ 学校行事や生徒会活動、部活動等に積極的に取り組む。 
 ４ 自らを律し、正しいことを正しく行う。 
 ５ 心身ともに健康で、体力向上に取り組む。 


